
厚生労働省委託事業
「がん等の診療に携わる医師等に対する

緩和ケア研修等事業」
について
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厚生労働省委託事業の経緯

2006年6月 がん対策基本法 成立

2007年6月 がん対策推進基本計画策定「治療の初期段階からの緩和ケアの実施」

2008年 がん医療に携わる医師に対する緩和ケア研修等事業

（PEACE:基本的緩和ケア研修とOBP:緩和ケア普及啓発）

2012年4月 緩和ケア推進検討会

2012年6月 第2期がん対策推進基本計画策定「がんと診断されたときからの緩和ケアの推進」

2014年 「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」改正（専門的緩和ケアの整備）

2015年 緩和ケア研修会修了者バッジの作成

2017年 がん等における新たな緩和ケア研修等事業

緩和ケア研修のe-learning化、緩和ケアの対象をがん以外へも拡大へ

2019年 心不全の緩和ケアを推進するための緩和ケア担当医に対する研修会を計画

2020年 コロナ禍でも必要な緩和ケアの推進

診断時からの緩和ケアと人生の最終段階における医療・ケアにおける緩和ケアの推進
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厚生労働省委託事業では…

1.緩和ケア研修（PEACE）

2.緩和ケア普及啓発（OBP）

を進めている
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緩和ケア研修（PEACE）について

1.新開催指針※に準拠した緩和ケア研修会
（e-learning・集合研修）の教材作成

2. e-learningシステムの構築・改善のための検討

3.指導者研修会のweb開催

4.心不全の緩和ケアを推進するための緩和ケア担当医
に対する研修会のための資料をwebコンテンツ化

※新開催指針：平成29年12月1日付健発第１２０１第２号厚生労働省健康局長通知「がん等の診療に
携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針について」（平成30年5月9日付健発0509第4号

「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針の一部改正について」により改正）
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1．新開催指針に準拠した緩和ケア研修会
（e-learning・集合研修）の教材作成①

新開催指針に準拠したモジュールの作成

“がん等”の診療に携わる医療従事者が学習することを想定し
たモジュール内容の検討

→現在は、「がん以外に対する緩和ケア（e-learning選択科目）」
の他、日本精神神経学会に協力いただき精神症状に関する
module等ががん以外の疾患に対応した内容となっている

⇒日本循環器学会・日本心不全学会にご協力いただき、より
多くのe-learningモジュールへ、がん以外の疾患（心不全）
における緩和ケアの内容を反映させる
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1．新開催指針に準拠した緩和ケア研修会
（e-learning・集合研修）の教材作成②

多職種の医療従事者が学習するモジュール内容の検討

→現在は、全てのモジュールを医師（初期研修2年目以降）
以外の職種も受講することを想定して作成している。

円滑な研修会を運営目指した教材の整備

⇒集合研修における「e-learningの振り返り」

や「がん体験者やケア提供者等からの講演」

のセッションについて、運営上の工夫や注意点

をまとめた教材を整備している
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2．e-learningシステムの構築・改善のための検討

•受講者が学習しやすく、

•集合研修企画責任者・集合研修事務担当者が運用しやすく、

•かつ、厚生労働省が管理しやすいような

システムへの改善を、随時進めている

また、よくあるご質問をQ＆A集として

公開している

資料2-2

7



【参考】e-learningシステム登録者（平成30年4月～令和2年10月末）

e-learning登録者数

44,607名（医師/歯科医師 30,913名, 医師以外 13,694名※ ）

※医師以外内訳:看護師 8,718名、薬剤師 2,201名、その他 2,758名

e-learning修了者数

34,981名（医師・歯科医師 26,204名, 医師以外 8,777名※）

※医師以外内訳:看護師 5,646名、薬剤師 1,449名、その他 1,678名

緩和ケア研修会(集合研修)修了者数

28,291名（医師/歯科医師 21,437名, 医師以外 6,854名※ ）

※医師以外内訳:看護師 4,451名、薬剤師 1,132名、その他 1,267名
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3．指導者研修会の開催

• 新開催指針に準拠した緩和ケア研修会を実施できる指導者の養成

• 平成29年度からは、緩和・精神ともに指導者研修会修了者は
「集合研修企画責任者」の資格を得ることができる

※本研修会への申し込みは既に終了しています

※緩和・精神ともに同一プログラムを実施します

開催予定

日 時 令和3年2月7日（日）10：00～13：00 ※ライブ配信

場 所 Web開催（事前学習＋ライブ配信）

定 員 緩和・精神 各100名
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4．心不全の緩和ケアを推進するための緩和ケア担当医に対す
る研修会のための資料をwebコンテンツ化

• 緩和ケア診療加算の対象として「末期心不全」が加わった

• 従来、心不全患者の対応は循環器内科医・関連病棟が中心となって行
われている

• 心不全の病態及び心不全の患者のことを最もよく知っているのは、循
環器内科医とその関連部署のスタッフである一方、症状緩和の知識を
幅広く持っているのは緩和ケアチームスタッフである

• 緩和ケアチームはがん関連の知識は豊富な一方で、心不全の病態や患
者のことは一般にあまり詳しくない

⇒「心不全の緩和ケアを推進するための緩和ケア担当医に対する研修
会」を昨年度計画するも、コロナ禍で未遂に…。資料は作成したので、
webコンテンツ化して幅広く学んでいただけるように工夫。
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緩和ケア普及啓発（OBP）について

1.コロナ禍における緩和ケア普及啓発を検討

a) 面会制限が行われる中、入院患者さんのご

家族に向けた案内を作成

b) Web配信を検討・YouTube動画を制作

2. 緩和ケアチームバッジ・各種資料の配付等

緩和ケア.net をぜひご参照ください
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コロナ禍における緩和ケア普及啓発の検討①
資料2-2

12



コロナ禍における緩和ケア普及啓発の検討②

新型コロナ感染症に配慮した、
診断時からの緩和ケアについて、

各領域のトップランナーがYouTubeにて語る企画
近日公開予定です！
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2．緩和ケアチームバッジ・各種資料の配付等

これまでに作製してきた資料・バッジなどを、

「緩和ケア.net」

より請求していただければご使用いただけます！

がん診療連携拠点病院などで公開講座を実施する際に活用できる資材
として講演スライド・配付用リーフレット・動画をセットとした普及
啓発ツールの作成・配付

緩和ケアチームに所属する医療従事者に

着用いただくことを目的とした

オレンジバルーンロゴのバッジの作成・配付
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